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●重要議案の議員賛否の公表

●インターネット配信とビデオの貸し出し

●通年議会の検討

●定数削減（２１⇒１８）

●公共工事の地元事業者への優先発注

●遊休農地の有効活用

●企業誘致の促進・雇用の確保

●シルバー人材センターの積極活用

●子育てネットワークの構築

●乳幼児医療費の無料拡大

●高齢者・障がい者にやさしい街づくり

●成田新高速鉄道開業時の北総線運賃値下げ

●循環バスの運行ルート見直し

●資源循環型社会の構築

●防犯等の整備

●施設・道路など公共空間のバリアフリー化

●地下水汚染対策

●里山の保全

産業・農業

議会改革

●効率的な行財政運営の確立(コスト意識の導入）

●フレックスタイム制導入による業務時間の延長

●広告事業の導入(広報紙、冊子・封筒類、公共施設、循環バス）

●市民にやさしい窓口対応 ●行政パートナーの導入

●税金滞納者への取組強化

行財政改革行財政改革

福祉・教育・交通産業・農業

議会改革

行財政改革

福祉・教育・交通

定額給付金と子育て応援手当て

　市内にある４つの公民館の指定管理者は市外
にある同じ大手の業者です。
新しくできた白井コミュニティセンターの指定
管理者は市内の団体に限定して公募したため、
２団体で争われ、白井工務店に決まりました。
６月から管理をしますが、他の公民館と比較し
てみればよいと思います。

給食センター建替え関連予算削除

駅前駐輪場は見直し

●この会報は議員に支給されている政務調査費の一部
　約33,000円(紙代、インク代、印刷機リース料)を使用
　して作成しました。

障害者支援センターの整備

コミセンの指定管理は市内の団体

北総線沿線議員の会設立

【県議選立候補宣言】
　私岩田典之は、4月3日に執行される統一地方選挙で千葉県議会
議員選挙に立候補します。
　本来県政は身近なものであり、私たちの生活に密着しています。
　しかし、現在の状況はそうとは言えず、私たちにその状況が伝
わってきていません。
　私は、これまで遠かった県政を身近にし、白井市だけでは解決
できない問題に鋭くメスを入れます。
　また、北総線高運賃是正など白井市民の切実な声を県政で訴え、
解決に向けて全力で取り組みます。

横山前市長に支払い訴訟提起白井市プレミアム付商品券

　横山前市長が議会の議決を経ないで北総鉄道へ
補助金を専決処分したことの違法が確定したこと
から市は前市長に損害賠償請求をしましたが、期
限の3月16日までに支払いがありませんでした。
　このため市は、地方自治法に基づいて前市長
に対して支払い訴訟を提起することになり、その
ための弁護士費用を補正予算で提出し、18対1
で可決しました。

　国の｢地域活性化･地域住民生活等緊急支援
交付金｣を活用して、10,000円で13,000円分
の商品券が購入できる白井市プレミアム付商
品券が発行されます。
　商品券は1,000円券×13枚が10,000円で購入
でき、25,000冊分の発行となります。
　使用できる店舗はこれから募集するというこ
とですが、白井市内だけの店舗となります。

　桜台小中学校を除く12の小中学校に給食を配食している給食協同調理場の老朽化による移転･

新築計画に関して、全面見直しを求める陳情が提出され、審査した結果、ＵＲの所有地に総額

約68億円という巨額の計画は一旦白紙に戻して、移転・新築にするか、現在のセンターを大規

模改修するか、または桜台小中学校のように自校方式にするかも含めて見直すべきとの趣旨採

択が可決されました。

　これにより、給食センター建替え関連予算はすべて削除されました。

　そもそも議会に対しての説明では、現在の場所に建替えることは「不

可能」としながら、陳情審査後の3月16日には一転して「可能」という

資料が提出されました。

　新築費用が約31億円に対して、大規模改修は9億数千万円という試算が示

されたことから、この計画は一旦立ち止まって、公募市民も含めた検討委員

会を設置し、あらゆる方式を比較検討するなど、幅広い議論が必要だと考えます。

　

徳本さとる氏市長選出馬へ
　4月16日に執行される白井市長選
挙に、元船橋市職員の徳本さとる氏
が立候補の決意を固めました。
　徳本氏は市民目線でムダづかいを
なくし、効率的な行政運営を基本方
 針としています。

白井市 印西市

村

印旛村

※6月議会で所属委員会の再編があり、岩田のりゆきは再度産業民生常任委員長に推挙されました。

冨士地先道路拡張工事

新型スカイライナー
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●千葉県議会議員選挙の投票日は４月１２日です。また、白井市長選挙、
　市議会議員選挙の投票日は４月２６日です。
　　　　

あなたの１票を大切に！

 
【合意内容】　
自治体の支援は、補助金とし、５年間にわた

り３億円／年を支出する。

　北総鉄道は自治体と鉄道事業者合わせて６

億円を原資として、下記の値下げを成田新高

速鉄道開業時に行うこと。

（１）普通運賃５％弱値下げ

（△１０円～△４０円）

（２）通学定期運賃を全線にわたり現行の２

市２村なみとする

（３）通勤定期運賃１％強値下げ　　　　　

　　　　　　　　

以上平均して概ね４．６％の値下げ

●ビラ配り等のボランティアにご協力いただける方のご連絡をお待ちしております。

　　　　　　  　（特にベリーフィールド地区大歓迎！）　
●この会報は議員に支給されている政務活動費の一部

　約33,000円(紙代、インク代、印刷機リース料)を使用

　して作成しました。
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